
て　セメント工場より．のカドミウム汚染について

かっ

1．まえがき

埼玉県内把ぼいくつかの大きなセメント製造工場があむ、セメントエ凄から歩出される粉じ

んによる汚染が問題と怠ってぃるが、時に揮発性重金属カドミウムや鉛の汚染が懸念される。

そこで今回はカドミウム汚染の実態を把屈するため予備調査を行なったので、ここに報告する。

2．調査及び結果

a　発生音調査

セメントエ場から塀出されるカドミウム量を推定する「例として日高町にある甘セメント

工場の煙道ばぃじん調査を実施した。その測定結果を衰1に示す。預促場所は乾式キルンの

集じん磯入［1出口である。この工場の集じん方式は電気集じん方式である。

托に各工場で碧濾をれたセメント申把含誉れるカドミウムの分析結果を表2把示す。板野（1）

劉】l（21ら把よると、セメント原初華（石灰石、粘土凰鉱さい、ペレット、石膏）中に接カ

ドミウムが含まれておむ、その含有量や原料使用比から考えると、カドミウム汚染0主原因

は石灰岩と思われる。原材料ヤ製品セメント中のカドミウム含有量に比べて、排出粉じん中

のカドミウム量は、はるかに高h値を示しているが、これは加熱工程串匠揮発性の吉しっ金罵

が慎指される○ではモりかと思われる。

表1　遠道ばいじん削定結果

49．5．2　3

l
i 測定場所 瀞 じん 舷 C d 溢 変 C d 、か含 有 率 デb 単産 ア b の含 有 窒

（ g／Ⅶガ ） （喝ノ N】ぜ ） （ p p m ） （m 免／壬転P ） （p p m ）

集 じん機 入 口

ロ

平 均

L．6 0．1 8 1．4 8 2 5．3 1 3．6 2 3 3

5 7．5 U 1．2 1 2 1．3 1 2、6 2 2 3‾

5 7．5 9 1．3 3 2 3．0 王4 ．2 2 ▲皇4

5 8．4 2 1，3 4 2 3．2 1 3 ．5
l 2 3 3

集 じん手放出 口

平均

0 ユ5 0 0．0 ロ4‾ 2 7．8 0．0 4 5 3 0 6

0．U 9 2 0 ．O U 3′ 2 6．9 0．u 3 1 3 4 4

0ユ 2 1 －　 0－U O 4 2 7．4 　 0 ．0 3 8
f

3 2 5

一日l一



㌣

蓑2　セメント中のカドミウム含量

採　 取　 工　 場 セ　 メ　 ン ト　 の 産 額 　 C d （ p p 一口）

H

○セ メン ト宗一 工 場 ボル トラン ドセ メン ト 0．6　3

〝　　　　　　　 〝 シ リ　 カ　 セ　 メ　 ン ト 0，8　5

〝　　 第 ニエ 場 ボル トラン ドセメ ン ト 0、6　5

〝　　 熊谷 工 場 ボル トラ ン ドセ メ ン ト 0．7　9

〟　　　　　　　　　 〟 A 程 フライアッシュセメオ　　　　　 H 0．5　9

血乞セ メン ト横 瀬 工 場 ボル トラ ン ドセ メ ン ト 0．8　9

　 封セ メン ト埼 玉ユ 場

H

ボル トラン ドセ メン ト 0．2　8

　　 〝　　 〝

凹

フライアッシュ セ　メン ト 0．3　3

b　琶至境調査

工場から痍出された勃じんの影響を知るために、長期間にわたり粉じんが堆蹟されてぃる

工場周辺の土壌をサンプワンクして　カドミウムの汚染程度を責萄べた。各工場周辺半径50U

m以内の数力軌つ土庭をサンプリンプし、これを良く混合して、一試料とした。土壌中のカ

ドミウムの分析方法は、硝酸。過酸化水素で湿式分解後、除鉄湊作（塩巨モ毅性で朗コ∴BK抽

出）を行ぃ、エ＝〕TローⅧ巨［B正春出を行った應と、原子吸光光圧計で測定した。土質中の

カドミウム量の分析結果を衰3に示す。

蓑3　土壁中のカドミウム

採　 取　 地　 点 C d （p p m ．／乾 縄 士 ） 風 乾 紳 士 水 分 （ 窃 ）、 石 膏 含 量 （ 喀 ）

C セ メ ン ト栄 一 エ 場 0．8　6 2．8　4 2 j．．2

〝　 朽葉 ＝ 工 場 0 ．3　9 3．7　5 2 7．5

〝　 ・一熊 谷 工 場 0．ユ　3 4 ．6 1） 7．7

M セ メ ン ト横 瀬 工 場 0．1 9 4．8　5 2　乞 8

N セ メ ン ト埼 玉＝ 場

l　　　　 t

ユ．6　U 1 8 ．2　7
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農林省農産課の調査で．全国水田土壌平均0．37ppm，畑土琴平均0．26月p血，樹田

地平均0・32ppm，汚儲土壌ま・5ppTコとhう騒から比べてみると、日高町Nセメントエ

壌周辺の上坂のカドミウム億が高山ので、あらためて再詞査を実権した。調査地点は図1で

示されるように工場を中心把約5U Um離れた地点4カ所と対照地区として3．2‰簸れた山

林を選んだ。その漸志結果を衰4に示した。

図1
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表4　土壌中のカドミウム

田 採　 取　 地　 点 C d （p p ロ1／革紐士 ） 風吉相土水分 （感 ） 地　 目

1 原　 宿 （Ⅳセメン ト用地 ） 2．3　7 1 1．2 8 雑種飽

√）
エ．

原　 宿 （工　　 場　　 東 ） 0．7 1 1 2、5　ユ 境内地

3 田疲 自（工　　 場　　 北 ） 0．7　4 9．6　8 道路敦

－4 平　 中 （工　　 場　　 西 ） U．6　5 已9　2 　 〝
u

5 中　 沢 （対　　 照　　 地 ） 0．1 9 1 3．ユ　4 山　 林

デポジットゲージに£り摘集された降下ばhじん中に含まれているカドミウムの分析もあ

わせて行った。その河琵結果を表5に示した。

セメント工場周辺（熊谷。秩父。日高）とその他の地点（春日部。川越・草加。川口。和

光）とでは、か浸りカドミウム量の差が見られる。今後継続して調査を行うことにより、セ

メント紛じんによる召填汚染への影響を把毒するつもりである。
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．表5　降下ばいじん

採 取 地 点
期　 間

（ 4 8 年 ）

給　　　　　　　　 量 不

ば　 ぃ　 じ ん 患 C d C d 含 有 率 ば　 い　 じ ん 量

ぐ to 運′鼠f㌔・月 〕 （タ／翫 か 月） （ p p I℃ ） （ to 8 ／ 広㌦ 8月 ）

春 日 部 消 防 署 3 ／ 7 ～ 4 ／ 3 1 1．3　6 4 9．0 4．6 9．8 8

川 越 地 方 庁 舎 3 ／ 5 ′－ 4 ／ 2 7．6　2 4　0．7 5．3 6 ．4　3

草　 加　 市　 投　 二所 3 ／ 7 ～ 4 ／ 3 1 1．8　5 6　7．7 5．7 1 0．u　4

川　 口　 保　 健　 所 3 ／ 6 ′｝ 4 ／ 3　　l 1 5 ．3 9 6　7．2 4．4 1 3．U　8

二和　 光　 竃　 役　 所 3 ／ 5 ノ～ 4 ／ 2 1 3．7　8 1 U　6 t 3 7．0 1 2．5　9

熊 谷 三 尻 上 野 2 ／ 2 6 ′－ 3 ／ 2 7 9．U　U 7　9．3 8 ．8 6．9　6

熊 育 三 尻 ′J＼学 校 〝 1 2 ．1 3 9　5，U 7．8 　 9 ．（J 9

彗

秩 父 農 業 高 校 2 ／ 2 7 ～ 3 ／ 2 8 5．0　7 d　6 ．4 9．2 2．7　5

秩 父 旗 日 商 店 〝 4．9　2 4 3．5 8 ．9 2．3 4

日高 町 詣 蒜 姦
4 ／ 1 ′～ 4 ／ 2 7 1 3．6　2 2　3 1．0 1 7 ．U 3 9　9

日　 高 町 原 宿　 A 4 ／ 2 8～ 5／ 2 8 9．5 8　7 ．8 9．3　U 4．4

〝　　 原 宿　 B 〝 9 ．8 6　5．U 6 ．6　2 4 ．5

3．まとめ

埼玉県内におけるセメントによるカドミウム汚染の予備調査の結果からは、はっきむとした

ヵドミウム汚染は認められ凌い。だが日高町野セメント周辺ではノ他の地区に比べてやや高呵直

かみられる。今後ゞ植物影響等広範囲にわた針継続して調査を行う売カ、より効率良h集じん

装置の増設など行政指導を行うことにより汚染の拡大を防がをくては売ら孜h。
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　　　　　 Ⅶ

溶 解 性 成 分
溶　 解　 性　 成　 分

C d　　 、C d 含 有 塞 ば い　 じ ん 量 C　d C d 含 有 率

（タ／ 且㌦ 。月 ） （p p n り （ton ／ 甜 。月 ） （タ／血 ヂ。月） （p p 皿 ）

2　く〕▲7 2．1 1．4　8 2　8 ．3 1 9 ．1

2 1．4 3．3 1∴1 9 1 9 ，3 1 6＿2

3 9 ．3 3．9 1．8 1 2　臥 4 ユ　5．8

5 i．．5 3 ．9 2．3 1 ユ　5，7 6．8

5　7．6 4．6 1 1 1 9 4 8 ．7 1 8．6

6　8 ．6 9．9 ま U　4 1 0 ．7 5 ．3

7　9 ．3 8．7 3．U　4 1 5．7 5．2

3　5 ．7 1 3．0 2．3　2 1 0 ．7 4　6

1 4．3 6、1 2．5　R 2　9．2 1 1．4

1 1 6．3 Z　9．3 9 ．6　3 1 コ．4 ．7

「 ‡・9

4　6．1 1 0．4 7 5．1 4 1 ．7 8 ．2　7

3　0．1 6 ．7　5 5．3 3　4．9 6．5　9
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